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現状のリスク情報や取組状況の共有
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（１）現状の水害リスク情報
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国土交通省
阿賀川河川事務所
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近年の洪水発生状況
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◇ 戦後の主な洪水としては、昭和22年、33年、53年、57年など大きな洪水が頻繁に発生し、甚大な被害に見舞われた。
◇ 平成14年に既往最大流量（山科観測所3,343m3/s)を記録する洪水が発生。
◇ 平成27年9月洪水では馬越観測所において、平成14年7月洪水に次ぎ、大川ダム管理開始以降第2位の出水となった。

平成14年７月洪水 平成27年9月関東・東北豪雨時昭和57年9月洪水



国土交通省
阿賀川河川事務所過去の被害状況（１） H27.9洪水
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◇ 平成27年9月洪水では馬越観測所において、平成14年7月洪水に次ぎ、大川ダム管理開始以降第2位の出水となった。
◇ 直轄区間上流部の急流部で河岸侵食が発生。

⑤大戸町上三寄南原地先
護岸決壊 L=18m

③門田町大字一ノ堰地先
護岸流出 L=40m

①神指町大字北四合地先
護岸流出 L=170m

馬越水位観測所

箇　所
番　号 位　　　置 地　先　名 種　　別 延長・数量

阿賀川右岸 福島県会津若松市
18.0kp+140m～18.2k+102m 　神指町大字北四合地先

阿賀川右岸 福島県会津若松市
20.0kp+70m～20.2k+20m 　神指町大字南四合地先

阿賀川右岸 福島県会津若松市
25.6kp+104m～25.6kp+144m 　門田町大字一ノ堰地先

阿賀川左岸 福島県河沼郡
26.6kp+188m～26.8kp+37m 会津美里町大石地先
阿賀川右岸 福島県会津若松市
31.4kp+189m～31.6kp+12m 　大戸町上三寄南原地先

河川名
被　災　箇　所 災　害　区　分

護岸流出 L=170m

阿賀野川水系
　阿　賀　川

①

②

③

④

⑤

L=80m

L=40m

L=54m

L=18m

護岸流出

護岸流出

護岸流出

護岸（水制）流出

③露出した護岸基礎

④会津美里町大石地先
護岸流出 L=54m

④護岸流出

②神指町大字南四合地先
護岸流出 L=80m

②洗掘・崩壊した
階段護岸ブロック



国土交通省
阿賀川河川事務所過去の被害状況（２） H14.7洪水・S57.9洪水

◇ 平成14年に既往最大流量（山科観測所3,343m3/s)を記録する洪水が発生。阿賀川沿川市町村では床上浸水6棟、床下浸水
44棟、公共建物1棟等の一般被害等が発生した。

◇ 昭和57年9月、台風18号により阿賀川上流域は大雨となり、小谷・山科観測所では既往最高水位を記録。流域内の被害は、
家屋の全半壊流失1戸、家屋の床上浸水31戸、床下浸水275戸、農地宅地の浸水が490haに及び、建設中の大川ダムも被害
を受けた。

田畑・道路 内水被害状況（喜多方市山崎地先）

水防活動（堤防法尻での漏水）
（会津坂下町広瀬地先）

水防活動（旧宮川越水箇所）

特別養護老人ホーム内水被害状況
（会津美里町大石地先）

馬越頭首工での出水状況
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◆H14.7洪水時被害状況

◆S57.9洪水時被害状況

建設中の大川ダム



国土交通省
阿賀川河川事務所氾濫シミュレーション（概ね100年に1回の大雨を想定）
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◇ 阿賀川・日橋川における浸水想定区域図および堤防が決壊した際の氾濫シミュレーションセットを、阿賀川河川事務所の
ホームページにて公表している。

◆阿賀川浸水想定区域図（1/100規模） ◆日橋川浸水想定区域図（1/100規模）◆氾濫シミュレーション（最大浸水深）

◆氾濫シミュレーション（浸水継続時間）

阿賀川浸水想定区域図：http://www.hrr.mlit.go.jp/agagawa/agagawa/with-river/agagawa_shinsui_soutei/top.html

氾濫シミュレーション：http://www.hrr.mlit.go.jp/agagawa/agagawa/with-river/hanran-sim/hanran-sim.html



国土交通省
阿賀川河川事務所現状の堤防整備状況
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◇ 平成27年3月末時点の堤防整備率は阿賀川では81％、日橋川で100％、湯川で100％である。
◇ 計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、堤防の整備が必要である。

河川名
堤防延長（km） 参考

計画断面堤防（a） 堤防必要区間（b） a / b (%)

阿賀川 41.3 50.8 81.1

日橋川 12.5 12.5 100.0

湯川 4.8 4.8 100.0

※平成27年3月末時点



国土交通省
阿賀川河川事務所重要水防箇所
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◇ 現在の堤防の高さや幅、過去の漏水等の実績から、危険箇所を早期に発見するために、あらかじめ水防上特に注意を要す
る区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所として周知している。

堤防高（流下能力）

堤防断面

法崩れ・すべり、漏水

Aランク：計画高水流量規模の洪水の水位（高潮区間の堤防にあっては計画高潮位）が現況の堤防高を越える箇所。
Bランク：計画高水流量規模の洪水の水位（高潮区間の堤防にあっては計画高潮位）と現況の堤防高との差が堤防の計画余裕高に満たない箇所。

Aランク：現況の堤防断面あるいは天端幅が、計画の堤防断面あるいは計画の天端幅の２分の１未満の箇所。
Bランク：現況の堤防断面あるいは天端幅が、計画の堤防断面あるいは計画の天端幅に対して不足しているが、それぞれ２分の１以上確保されている箇所。

Aランク：法崩れ又はすべりの実績があるが、その対策が未施工の箇所。
Bランク：法崩れ又はすべりの実績があるが、その対策が暫定施工の箇所。法崩れ又はすべりの実績はないが、堤体あるいは基礎地盤の土質、法勾配等からみて法崩れ又はすべりが発生
するおそれのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。

重要水防区域図 凡例
堤防高不足B
堤防断面不足B
漏水A
漏水B
法崩れ・すべりA
法崩れ・すべりB
水衝・洗掘A
水衝・洗掘B
市町村境
要注意区間：旧川跡

高○

断○

法○

漏○

水○

河川名 Aランク
指定区間

Bランク
指定区間

阿賀川 0.18km 35.885km

日橋川 0.58km 8.994km

湯川 0.00km 0.000km



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

国土交通省
阿賀川河川事務所

（２）現状の減災に係る取組状況等
～国土交通省 阿賀川河川事務所～
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国土交通省
阿賀川河川事務所洪水時の河川に関する情報提供等の内容及びタイミング

◇ 阿賀川では、避難勧告の発令判断の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
◇ 日橋川では、水位到達情報を自治体に提供する水位周知を実施している。
◇ 洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応について共有しておく必要がある。

はん濫注意水位

はん濫危険水位

避難判断水位

水防団待機水位
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◆基準水位観測所と水防受け持ち区間

【凡例】
洪水予報等基準観測所
氾濫危険水位設定箇所

【はん濫危険水位】
市町村長による避難勧告等の発令判断の目安であり、
住民の避難判断の参考になる水位。

【避難判断水位】
市町村長による避難準備情報の発令判断の目安であり、
住民の氾濫に関する情報への注意喚起になる水位。

【はん濫注意水位】
のり崩れ、洗掘、漏水などの災害が発生する危険性が
ある水位。水防団が出動して河川の警戒にあたる水位。

【水防団待機水位】
水防団が水防活動の準備を始める目安となる水位。



国土交通省
阿賀川河川事務所避難勧告の発令に関する基準水位
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◇ 平成26年度に避難勧告等の判断基準の見直しを行い、避難勧告等の発令判断目安を「越水」「浸透」「侵食」に分けて設定し、
平成27年度より適用した。

避難勧告等
の発令

避難完了

HWL（計画高水位）

避難準備情報
の発表

リードタイム
（避難時間等）

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

漏水・侵食の監視を強化し、危険がある場合
には、水位によらず対応

【漏水・侵食】

【侵食】【漏水】

危険箇所設定断面

【越水】

危険水位等の見直しの考え方について
堤防天端からリードタイムを引いた水位と、HWLを比較して
どちらか低い方を氾濫危険水位として設定

阿賀川直轄管理区間の洪水予報区間

危険箇所
（右岸29.0k）

阿賀川直轄管理区間：基準水位表

河川名
基準観測所名
(受持区間)

水防団
待機水位

氾濫注意
水位

避難判断
水位

氾濫危険
水位

計画
高水位

阿賀川
馬越

(19.4k～31.6k)
3.40 3.90 5.06 6.40 8.60

宮古
(8.8k～19.4k)

1.50 2.00 4.01 5.19 5.19

山科
(0.0k～8.8k)

1.80 2.70 6.28 7.60 7.83

日橋川
南大橋

(0.0k～6.6k)
2.60 3.20 3.84 4.96 5.37

河川名
基準観測所名
(受持区間)

水防団
待機水位

氾濫注意
水位

避難判断
水位

氾濫危険
水位

計画
高水位

阿賀川
馬越

19.4k～31.6k)
3.40 3.90 5.00 6.60 8.60

宮古
(8.8k～19.4k)

1.50 2.00 4.00 5.19 5.19

山科
(0.0k～8.8k)

1.80 2.70 6.30 7.70 7.83

日橋川
南大橋

(0.0k～6.6k)
2.60 3.20 3.50 4.60 5.37

◆ H27.3まで ◆ H27.4から（見直し）

危険箇所
（左岸13.0k）

危険箇所
（左岸5.0k）

危険箇所
（右岸5.0k）

危険箇所
（右岸13.0k）

危険箇所
（右岸4.2k） 危険箇所

（左岸5.0k）

日橋川は、水位情報周知河川



国土交通省
阿賀川河川事務所避難勧告の発令基準
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◇ 阿賀川における沿川自治体のタイムラインは会津若松市で策定済みである。
◇ 他の市町村においてもタイムラインを策定する必要がある。



国土交通省
阿賀川河川事務所
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9:00 9:10 9:20 9:30 9:40 9:50 10:00 10:10 10:20 10:30 10:40 10:50 11:00

水
位

改良後（10分）の予測水位
改良前（毎正時）の予測水位

9:50～10:00の水位上昇量で

予測（改良後）

9:00～10:00の水位上昇量で

予測（改良前）

改良後

改良前

洪水予測

◇ 阿賀川本川直轄管理区間の洪水予測システムは、上流にある大川ダムの10分間隔の放流量データ（改良前は毎正時）を取
り込む改良を27年度より実施し、精度の向上を図った。

13

大川ダム

改良後は、直近10分間の水位上昇量
で予測することにより、急激な水位上
昇にも対応しやすくなった。

改良前後の水位差イメージ



国土交通省
阿賀川河川事務所避難場所・避難経路

1414

◆会津若松市ハザードマップ（H27年度版） ◆湯川村洪水避難地図（洪水ハザードマップ）

◆会津坂下町ハザードマップ

◆会津美里町洪水避難地図（洪水ハザードマップ）

◇ 会津美里町、湯川村、会津坂下町は、ハザードマップに避難場所および避難方向を記載している。
◇ 阿賀川下流域の氾濫原は貯留型であり、浸水深が大きく、長時間の浸水が想定されるため、近隣市町村への広域避難や垂
直避難について事前に検討・調整する必要がある。



国土交通省
阿賀川河川事務所住民等への情報伝達の方法
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◇ 河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をホームページを通じて伝達している。
◇ 情報の入手しやすさや切迫感の伝わりやすさを向上させる必要がある。

XRAIN

川の防災情報

新着情報

ライブカメラ

緊急・防災情報をアップ



国土交通省
阿賀川河川事務所河川の巡視
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◇ 出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
◇ 堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川管理者で、河川巡視で得ら
れた堤防や河川水位の状況等の情報の共有等を進める必要がある。

塩川出張所 北会津出張所

塩川出張所 北会津出張所

阿賀川（下流）右岸区域
日橋川左右岸区域

阿賀川（上流）右岸区域
湯川左右岸区域

阿賀川（上流）左岸区域阿賀川（下流）左岸区域

喜多方市

湯川村

会津坂下町 会津若松市 会津美里町

（
日
橋
川

0k
～

6.
6k
）

（
阿
賀
川

0k
～

8.
8k
）

【宮古水防警報区間】 【馬越水防警報区間】

会津美里町

水防管理団体

会津若松市

会津坂下町

喜多方市

湯川村

会津若松市

日
橋
川

（阿賀川 8.8k～19.4k） （阿賀川 19.4k～31.6k）

会津若松市

【
南
大
橋
水
防
警
報
区
間
】

【
山
科
水
防
警
報
区
間
】



国土交通省
阿賀川河川事務所水防資機材の配置状況
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◇ 水防資機材については、水防管理団体が水防倉庫等に備蓄しているが、河川管理者が持つ資機材も、防災業務計画に基
づき緊急時に提供している。

◇ 水防団等と河川管理者が連携して的確な水防活動を推進するため、資機材に係る情報を共有し、適切な配置の検討等を進
める必要がある。

凡例

水防倉庫

一ノ堰水防倉庫(市)

高田水防倉庫(町)

高田水防倉庫(県)

八日沢水防倉庫(町)
会津坂下町水防倉庫(町)

古坂下水防倉庫(町)

北会津水防倉庫(市)

河東水防倉庫(市)

南四合水防倉庫(国交省)
塩川総合支所水防倉庫

塩川水防倉庫(国交省)

湯川村水防倉庫 東神指水防倉庫(市) 本郷水防倉庫(町)

塩川出張所

阿賀川（下流）右岸区域
日橋川左右岸区域

塩川出張所

阿賀川（下流）左岸区域

北会津出張所

阿賀川（上流）左岸区域

北会津出張所

阿賀川（上流）右岸区域
湯川左右岸区域

（
日
橋
川

0k
～

6.
6k
）

【
南
大
橋
水
防
警
報
区
間
】

（
阿
賀
川

0k
～

8.
8k
）

【
山
科
水
防
警
報
区
間
】 【宮古水防警報区間】 【馬越水防警報区間】

（阿賀川 8.8k～19.4k） （阿賀川 19.4k～31.6k）



国土交通省
阿賀川河川事務所防災拠点等の整備状況

18

◇ 阿賀川では防災ステーション1ヶ所、側帯11ヶ所等が整備されている。
◇ 大規模災害時に災害協定業者と連携した復旧活動を行うため、側帯や防災拠点等の適切な配置の検討等を進める必要が
ある。

凡例

備蓄ブロック（17ヶ所）

側帯（11ヶ所）

防災ステーション（1ヶ所）

R26.8K付近(中島)
(3ｔﾌﾞﾛｯｸ:151個)

石村第2種側帯
(5,000m3)

宗頣第2種側帯
(5,000m3)

R6.4K付近(金川)
(2ｔﾌﾞﾛｯｸ:99個、3ｔﾌﾞﾛｯｸ3個)

L5.4K付近(青津)
(2ｔﾌﾞﾛｯｸ:160個)

L24.2K付近(上米塚)
(3ｔﾌﾞﾛｯｸ:205個)

L27.4K付近(大石)
(3ｔﾌﾞﾛｯｸ:6個、4ｔﾌﾞﾛｯｸ:150個)

L18.0K付近(真宮)
(2ｔﾌﾞﾛｯｸ:84個)

L15.6K付近(束原)
(2ｔ:309個、3ｔ:57個、4t:25個）

R9.6K付近(遠田)
(2ｔﾌﾞﾛｯｸ:19個)

R12.2K付近(勝常)
(2ｔﾌﾞﾛｯｸ:100個、4t:76個)

南四合第2種側帯
(5,000m3)

束原第2種側帯
(5,000m3)

赤沢第2種側帯
(5,000m3)

R5.5K付近(山科)
(2ｔﾌﾞﾛｯｸ:49個)

山科第2種側帯
(5,000m3)

会知第2種側帯
(5,000m3)

L20.9K付近(二日町)
(2ｔ:498個、3ｔ:593個、4ｔ:475個)

二日町第2種側帯
(5,000m3)

遠田第2種側帯
(5,000m3)

R1.4K付近(遠田)
(2ｔﾌﾞﾛｯｸ:76個)

西袋第2種側帯
(5,000m3)

L11.2K付近(五香)
(4ｔﾌﾞﾛｯｸ:59個、4ｔ半物:30個)

R8.8K付近(会知)
(2ｔﾌﾞﾛｯｸ:1個、4ｔﾌﾞﾛｯｸ:66個)

(2ｔ未満ﾌﾞﾛｯｸ:184個)

R15.2K付近(佐野目上流)
(3ｔﾌﾞﾛｯｸ:18個)

L19.4K～19.8K付近(蟹川)
（2ｔﾌﾞﾛｯｸ:10個）

佐野目防災ステーション

佐野目防災ステーション

R13.0K付近(佐野目下流)
(4ｔﾌﾞﾛｯｸ:979個)

佐野目第2種側帯
(5,000m3)



国土交通省
阿賀川河川事務所排水施設、排水資機材の操作・運用（１）

◇ 排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器は平常時から定期的な保守点検を行うとともに、機器を扱う職員等への教
育体制も確保し、常時、災害発生による出動体制を確保している。

19

北陸地方整備局災害対策用機械配置状況 （平成28年3月） 排水ポンプ車数：40台



国土交通省
阿賀川河川事務所排水施設、排水資機材の操作・運用（２）

20

◇ 平成27年9月洪水では、排水ポンプ車等により堤内地における湛水を排水し、被害を軽減した。
◇ 地形、排水路、排水施設等に係る情報を関係者間で共有し、円滑な排水に努める必要がある。

五香排水樋管排水状況

山崎排水樋管排水状況

堤内地冠水（細工名地先）
9/10（6：25～14：56）

大石排水樋管
9/9～9/10（23：05～11：30）
9/9～9/10（23：05～11：30）
9/10～9/11（15：30～14：45）待機

五香排水樋管
9/10（1：25～6：20）
9/10（1：25～6：20）
9/10～9/11（10：15～15：30）

山崎排水樋管
9/10（7：10～13：50）
9/10（13：25～14：45）待機

広瀬排水樋管

9/10（9：30～15：00）

災害対策機械出動状況（9/9～9/10）



国土交通省
阿賀川河川事務所阿賀川における治水事業

21

◇ 阿賀川では、洪水を安全に流下させるよう、堤防整備および河道掘削等を実施している。

基本高水 ： ６，１００m3/s （基準点 山科）

流域内洪水調節施設により１，３００m3/sを調節
河道への配分流量を４，８００m3/s基

本
方
針

目標流量 ： ４，６００m3/s （基準点 山科）
本川においては、概ね30年間で戦後最大相当規模の洪水を流下させることが可能になる。

流域内洪水調節施設により７００m3/sを調節
河道への配分流量を３，９００m3/s

整
備
計
画
（案
）

段階的整備

◆目標流量

◆河道・ダムの配分

6,100m3/s

4,800m3/s 1,300m3/s
洪水調節施設で対応堤防整備と河道掘削で対応

年超過確率１／１００の規模

※洪水調節施設とは、既設の大川ダム（国）、早出川ダム（県）、東山ダム（県） 、新宮川ダム（県） 、日中ダム（県）等である。

◆目標流量

◆河道・ダムの配分

4,600m3/s

3,900m3/s 700m3/s
洪水調節施設で対応堤防整備と河道掘削で対応

※洪水調節施設とは、既設の大川ダム（国）、早出川ダム（県）、東山ダム（県） 、 新宮川ダム（県） 、日中ダム（県）等である。



国土交通省
阿賀川河川事務所河川改修の整備状況

22

◇ 阿賀川では、河道断面が計画断面に満たない区間について洪水を安全に流下させるよう、河道掘削や堤防整備を実施して
いる。

長井地区 河道掘削 青津地区 堤防浸透対策

宮古地区 堤防整備 佐野目地区 堤防整備

H28実施箇所
（河道掘削）

狭窄部上流の水位低
下を図ることを目的に
計画的に河道掘削を
実施している。

H28実施箇所
（浸透対策）

会津坂下町

喜多方市

洪水時に川からの浸透水
により、堤防が決壊した場
合、氾濫による影響が会津
坂下町を含む一帯に及び、
甚大な被害が発生する危
険性がある。

H28実施箇所
（堤防整備）

宮古地区では計画の
堤防断面に対して幅が
不足する弱小堤区間
が存在しています。

H28実施箇所
用地取得

佐野目地区では、計画
の堤防断面に対して、
幅が不足する弱小堤区
間が存在しています。

堤防拡幅
宅地側

川側



国土交通省
阿賀川河川事務所堤防等河川管理施設の今後の主な整備内容

23

◇ 阿賀川では「洪水を安全に流すためのハード対策」として、主に以下の整備を実施する。

長井地区 河道掘削

掘削箇所

阿
賀
川

青津地区 堤防浸透対策

宮古地区 堤防整備 佐野目地区 堤防整備

※ 阿賀野川水系河川整備計画（案）より抜粋



国土交通省
阿賀川河川事務所洪水を安全に流すためのハード対策

24

◇ 阿賀川では、平成32年度を目処に今後概ね5年間で以下の対策を実施する。

パイピング、法すべり
↓

浸透対策

流下能力不足
↓

堤防整備・河道掘削

水衝・洗掘
↓

水衝部対策

Ｌ＝約6.7km Ｌ＝約2.6km Ｌ＝約0.1km

Ｌ＝約〇〇km

優先的に対策を実施する区間 Ｌ＝約5.4km
（重複を除く）

H14.7洪水時の状況

掘削箇所

長井地区 河道掘削
イメージ図

掘削前の水位



国土交通省
阿賀川河川事務所中上流域における洪水調節施設（ダム）の整備状況

◇ 大川ダム、田島ダム、東山ダム、新宮川ダム、日中ダム等において洪水を貯留することにより、下流域の被害を軽減させて
いる。

洪水調節容量
3,240万m3

利水容量
1,610万m3

堆砂容量
1,300万m3
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最大流入量は

約1,880m3/s（9月10日
4:50）
そのときの放流量は約

1,500m3/sで、防災操作
により流量のピークを約

380m3/s低減させました。

ダムによる貯留総量は

約1,426万m3（東京ドー

ム約12杯分に相当）

大川ダム洪水調節状況（H27.9洪水）

田島ダム

洪水調節容量
35.2万m3

利水容量
9.9万m3

堆砂容量
7.2万m3

洪
水
時

田島

25田島ダム

大川ダム

東山ダム

洪水調節容量
700万m3

利水容量
450万m3

堆砂容量
100万m3

洪
水
時東山ダム


